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1. 「幼児期は人格形成の基礎」であるこ とは,今や周

知のことであるが，し かし ヒトの縦断的研究は20年余の

歳月を複雑 な条件のた めに，幼児期のいかな る経験が ど

の ように作用し，成熟後の どの ような行動に どのよ うな
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機能を もたら し て い る

か， 厳密な実験を行な う

ことはほとん ど不可能で

ある。そこで本研究にお

いて，成熟 の速いシロネ

ズミ（ 離乳21日， 成熟約

70日）を用いて，幼児期

経験の効果 の基礎的実験

を試みた。

2. 3. 対 象 とし てシロ

ネズミ38匹（S21,  対7 ）

を用い ，初期経験の条件



とし て ①ノヽン ドリン グ（ｈ）-一一一手で体 を軽 くさする

（軽刺激） ③ 電気シ ョック（s ） 足に電気 格子を通

し電撃 を与 える（痛刺激）。③ 離乳期後 も母親と一緒に

させ る（ ｍ）。 以 上 の３条件を組合 わ せ５群に 分 け た

（表）。テストとして直線走行路（ 新しい 場への馴れ）,と

活動竃（ 活動量）を用い効果をみた。生 後21日から20  日

間を処置期,   15日間休止期とし,   56日日よりテストを行

なった。

活動量については グループ問に有意差は認められなか

った が，直線走行反応においては走行時間，学習成績 と

もに群問に差があ り，これは新しい場面 への適応に対応

す る。ノヽン ドリング処置は適応性を増大 させるが，電気

ショッ クお よび母親 を離 さない処置は適応性を減少 させ

る結果 が得 られた。
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